
５．ウレタン塗膜防水 
 
１）HCエコプルーフ防水層の種類、種別 
 
ａ．X－1 平場部仕様 通気緩衝工法：E－Ⅹ1マルチ （平均塗膜厚3．0mm） 

 

工  程・材  料 使用量（kg／㎡） 摘  要 

1 ミリオプライマー30 0．2 ローラー刷毛など 

2 
MFシートマルチ 
マルチテープ 

－ 流し張り、転圧 

3 HCエコプルーフ 2．0 金ゴテ、ゴムベラなど 

4 HCエコプルーフ 1．9 金ゴテ、ゴムベラなど 

5 HCエコトップ 0．2 ローラー刷毛 

※ミリオプライマー30はミリオネート CB－30とセメントを重量比 1：1で 
混合したもの。 
※上記はコンクリート・モルタル下地用の仕様 

 
 
ｂ．X－2 立上り部仕様  密着工法：E－2V （平均塗膜厚2．0mm） 

 

工  程・材  料 使用量（kg／㎡） 摘  要 

1 ミリオプライマー30 ※ 0．2 ローラー刷毛など 

2 HCエコプルーフ V 0．5 金ゴテ、ゴムベラなど 

3 ミリオクロス － 流し貼り 

4 HCエコプルーフ V 1．1 金ゴテ、ゴムベラなど 

5 HCエコプルーフ V 1．0 金ゴテ、ゴムベラなど 

6 HCエコトップ 0．2 ローラー刷毛 

※ミリオプライマー30はミリオネート CB－30とセメントを重量比 1：1で 
混合したもの。 

 
 



２）材  料 
本工事に使用される各材料は HC エコプルーフ防水工事（ウレタン防水）について指定された
各材料製造業者によるものとし、それぞれの試験成績表を提出し承認を受ける。 

 

使用材料品名 内   容 荷  姿・配  合 

HCエコプルーフ 
ノンタールウレタン防水材 
JIS A6021ウレタンゴム系 1類 

主剤：硬化剤＝6：12kg 

HCエコプルーフ Ⅴ 
ノンタールウレタン立面用防水材 
JIS A6021ウレタンゴム系 1類 

主剤：硬化剤＝6：12kg 

MFシートマルチ 自着層付通気緩衝防水シート 幅 1．04m×15m巻 

マルチテープ MFシートマルチ用ジョイントテープ 幅 50mm，50m巻 

ミリオネート CB－30 
1液性ウレタンプライマー 
（コンクリート・モルタル面用） 

17kg／缶 

ミリオネートMS－60 
1成分特殊ウレタンプライマー 
（多用途用） 

17kg・0．5kg／缶 

   

ミリオクロス K ポリエステル繊維織布 幅 1．02m×50m巻 

HCエコトップ アクリルウレタン系トップコート 主剤：硬化剤＝7：7kg 

HCトップシンナー トップコート用希釈剤 14kg／缶 

ゴム粉（M・L・LL） 防滑材 EVA粉 
M＝0．45kg・10kg／袋 
L・LL共＝10kg／袋 

トップフィラー（FM・FL） 防滑材 微粒子無機質フィラー 
FM＝0．42kg／袋 
FL＝0．7kg／袋 

セメント ボルトランドセメント 25kg／袋 

脱気筒 C 脱気装置 1ケース（2個入）／箱 

キシロール 溶剤（防水用希釈剤） 15kg／缶 

以下余白   

※上記製品は、ホルムアルデヒド放散等級区分 F☆☆☆☆に登録されています。 

 
 



３）作業管理 
 
ａ．材料の保管 
使用材料の搬入、保管については、事前に係員と連絡をとり、承認を受ける。 
使用材料については指定材料、その数量の確認と、不良品の混入などに注意し、最寄りの建物

や仮設の倉庫の屋内に保管する。やむを得ず屋外に保管する場合は荷崩れのないように積み、

シートで覆う。なお、引火性のある材料は火気のある付近を避けて安全な場所に保管する。 
 
ｂ．下地調整（元請会社が施工する。本防水工事には含まない。） 
防水施工に先立ち下地の乾燥状態、突起異物や凹凸面、レイタンス、その他汚れの有無、納ま

り具合などを良く点検し、施工に適する下地状態であるか否かを確かめる。もし、不良な状態

がある場合は係員に連絡し下地を処理した後に作業に入る。特に関連工事として給排水等の設

備機器類の取り付け工事は施工前に完了している必要がある。 
下記事項の点検には規定通り仕上がっているかどうか十分確認する。 

 
（1）下地の乾燥度合い 
一辺が約 1mのビニルシートで覆い、一昼夜後の結露状況を確認する方法又は高周波水分計
により下地水分を計測し、含水率 6％以下を目安とする。 

（2）下地の平滑度合い 
下地の凸部、突起異物はサンダー等で除去しておく。また、不陸部や水溜りのできる箇所に

は下地調整材で平滑に仕上げておく。 
（3）下地の勾配の確認 
勾配は 1／100～5／100の範囲で調整する。 

（4）下地表面の浮き、レイタンス、硬さ、汚れ浮きは、後々の防水層の剥離現象の恐れがある
ため確認し、大きな箇所は切り取り左官補修する。小さな箇所はエポキシ系の注入材で処理

することもできる。汚れ、特にマシーン油等は接着性を阻害し後々の防水層の剥離現象の恐

れがあるため、清掃共に汚れ、レイタンスを除去し下地の脆弱部分も処理しておく。 
（5）出隅、入隅の仕上がり面の確認 
入隅部は直角になっていることが望ましく、出隅部は 10～20mm程度の丸面等面取りを行
う。 

（6）下地コンクリートの打継ぎ箇所、ひび割れ部、目地の処理 
打継ぎ箇所、ひび割れ部は補強布「ミリオクロス」を用いて防水材の補強塗りを行い、ひび

割れ部、1mm以上は Uカット処理しプライマー塗布後、「ウレタン系シーリング材」を充
填し平滑に処理しておく。 

（7）貫通パイプ廻り、ドレン廻り等役物廻りの処理 
金属製パイプは錆や塗料を除去した後、樹脂製パイプは目荒しの処置後、専用プライマー「ミ

リオネート MS－60」を塗布し、「ミリオクロス」、「ウレタン系シーリング材」を用いて補
強塗りを行う。 
 
 
 



 
ｃ．施工を中断する場合 
降雨、降雪または強風など気象条件が悪く、施工に支障のある場合は施工を中止する。 
また、冬季下地が凍っているような低温下では施工を中止する。 

ｄ．発生材の処理 
発生材は周囲に飛散しないように、その都度集積箇所に集め整理する。 

 
 
４）施  工 
 
ａ．防水施工前の処置 
（1）作業のための養生 
①計量及び混合の場所はビニルシート、ダンボール紙等で養生をする。 
②端末部及びその周辺は施工の際、材料が風で飛散し、汚染することがあるので被覆養生を

する。 
③塗布端末を通りよく仕上げるため、マスキングテープを張り、材料の塗布後、硬化の状態

を見計らってテープを撤去する。 
（2）接合部、打ち継ぎ、目地部の処理 
プレキャストコンクリート部材、ALC パネルの接合部、現場打ち鉄筋コンクリート下地の
打ち継ぎ箇所、下地のひび割れ部分は、平場の全面塗布に先立ち補修処置をする。 

 
ｂ．平場部分の施工 
（1）プライマーの塗布 

MF シートマルチは自着層が付いているがより接着力を高める為、ミリオプライマー30 を
塗布してから貼付ける。ミリオプライマー30はミリオネート CB－30とセメントを 1：1（重
量比）で調合する。塗布量は 0．2kg／誠を標準とし、吸い込みの激しい下地は 0．4kg／㎡
程度の増し塗りをする。塗布はローラー刷毛、ゴムへラ等で下地に良く擦り込むように注意

して塗布する。 
 
（2）MFシートマルチ（通気緩衝シート）の貼付け 
水勾配とシートの長手方向を一致させ、出入隅または、施工面の端から内側に 50～100mm
の所に墨を出す。最初の一本目を墨出し、離型フイルムを剥がす前に一度シートを広げて、

施工部に合わせてシートを裁断し貼り始めと逆側から裁断したシートを巻いていく。あらか

じめ剥がした裏紙（離型フイルム）を引っ張って剥がしながら、墨出し線に沿ってシートを

貼り付けていく。シートの粘着を確実にするために、シワに注意しながらよく転圧する。端

末（短手方向、切断側）は浮きやすいので、特に注意して押える。二本目は、MFシートマ
ルチは両端に、緑線と赤線が印刷されている。シートの継目は、長手方向は重ね張りなので、

緑線に赤線側の端部を合わせて重ね張りする。そのときに赤線がシート重ね部の中心になる

状態に張り、シートの継ぎ手（ジョイント部）は専用テープのマルチテープを使用する。

MFマルチシートの中心に貼り付けた後、防水材（HCエコプルーフ V）を用いテープが剥
がれないように塗布する。※補強塗りまで完了して雨仕舞ができる。 



 
（3）脱気筒の取付け 

MFシートマルチを貼付けた後、脱気筒の取り付け位置を決め、脱気筒底部内径に合わせ通
気緩衝シートを剥ぎ取る。その上に脱気筒を設置し、固定する 3 つの穴をドリルにて MF
シートマルチを貫通させアンカーピンにて固定する。固定後、脱気筒のキャップを外し防水

材塗布部分に専用プライマーの MS－60 を塗布する。塗布量は 0．15kg／㎡を標準とし、
防水材（HCエコプルーフ V）を用い補強布（ミリオクロス）を脱気筒のつば及びその周囲
に貼り付ける。筒部分も平場から 50～60mmは塗り上げる。 
取り付け位置は、50㎡～100㎡に 1個程度を目安にスラブの水上に設置する。 

 
ｃ．立上り面、役物廻り等の施工 
（1）プライマーの塗布 
立上り面、役物等のプライマーはミリオネート CB－30とセメントを 1：1（重量比）で調
合する。このミリオプライマー30 は下地と防水層の接着を良くし、ピンホールの無い防水
層を形成する働きをするもので、塗布量は 0．2kg／㎡を標準とし、吸い込みの激しい下地
は 0．6kg／㎡程度の増し塗りをする。塗布はローラー刷毛、ゴムへラ等で下地に良く擦り
込むように注意して塗布する。 

（2）補強塗り 
立面部、出入隅、貫通パイプ廻り、ドレン廻り等、その他の役物廻りは補強塗りを行う。 
補強塗りは「ミリオクロス」を敷き込み、HCエコプルーフ Vを塗布して十分に接着固定す
る。 

（3）補強布の張り付け 
プライマーの乾燥状態確認後、補強布「ミリオクロス」の張り付けを行う。 
HCエコプルーフ Vを定められた混合比で電動撹拌機を用いて十分混合し、ローラー刷毛ま
たはゴムへラ等で塗布しながら立ち上がり面から平場面にかけて、浮きやしわが生じないよ

うに注意してミリオクロスを張り付ける。重ねしろは 50mm 以上とし、塗布量は 0．5kg
／㎡を標準とする。 

（4）立面用防水材・HCエコプルーフ Vの塗布 
ウレタン防水材・HCエコプルーフ Vは主剤、硬化剤の 2液の混合により硬化する。 
従ってその調合が大切で、配合の比率を厳守し、たとえ少量使用する場合でも必ず計量器を

用いて配合を行い、撹拌は電動撹拌機を用いて十分に混合撹拌した後、直ぐに塗布作業に入

る。（HC エコプルーフ Vを希釈するときはキシレン 5％程度までが適量）ウレタン防水材
の塗布はゴムへラ、洋ゴテ、ローラー刷毛等を用いて気泡の巻き込みに注意しながら下地に

塗布する。塗布量は 1回目 1．1kg／㎡、2回目 1．0kg／㎡を標準とし 2回塗りとする。 
 
ｄ．平場部分の防水施工 
（1）HCエコプルーフの調合と撹拌 
ウレタン防水材・HCエコプルーフは主剤、硬化剤の 2液の混合により硬化する。 
従ってその調合が大切で、配合の比率を厳守し、たとえ少量使用する場合でも必ず計量器を

用いて配合を行い、撹拌は電動撹拌機を用いて十分に混合撹拌した後、直ぐに塗布作業に入

る。混合比率は重量比で主剤：硬化剤＝1：2とする。 



 
（2）HCエコプルーフの塗布 
ウレタン防水材は混合した後、直ちにゴムへラ、洋ゴテ、レーキ等で気泡の巻き込みに注意

しながら入念に塗布する。なお次の点に注意する。 
①ウレタン防水材は 2回以上に分けて塗り重ねる。その際、2回目の塗布作業は 1回目の塗
り方向と直角方向に均一に塗り重ねる。 
②ウレタン防水材の塗り継ぎ、塗り重ね作業は規定時間の間隔内に塗布する。時間の間隔は

夏季 2日、冬季は 4日以内を標準とする。塗り継ぎ幅は 100mm程度とする。 
③ウレタン防水材の塗布作業は所定の塗膜厚を確保するために、施工に先立ち材料の割付を

行ってから塗布に入る。 
④HCエコプルーフの塗布間隔は通常 3日以内とする。それ以上の日数があいた場合は専用
プライマー「HC プライマーNB」を塗布するか、サンディング処理、キシレン拭き等を
してから重ね塗りをする。 

 
ｅ．保護仕上げ材の塗布 
仕上げ工程に先立ち、あらかじめ形成されたウレタン防水層を良く点検し、必要に応じて補修

を行っておく。仕上げ層は HCエコトップを塗布する。HCエコトップは 2液性アクリルウレ
タン系塗料である。たとえ少量使用する場合でも必ず計量器を用いて配合を行い、撹拌は電動

撹拌機を用いて十分に混合撹拌した後、直ぐに塗布作業に入る。HCエコトップは硬化剤缶に
主剤を加え混合できる、硬化剤缶は角缶のため十分注意を払って撹拌を行う。混合比率は重量

比で主剤：硬化剤＝1：1。 
※硬化剤はトナーが沈殿しやすく混ざりにくいため、予め缶を振ってから混合撹拌する。 
塗布はローラー刷毛（中毛）で塗りむら、塗り忘れを出さないように注意し塗布量は 0．
2kg／㎡を標準とする。 塗り継ぎは、3日以内とする。 

 

【HCエコトップ凹凸仕上げの場合の配合比の目安】 

塗布方法 仕上げ種類 主剤：硬化剤
（kg） 

シンナ

ー（kg） 配合材料 配合量 
（g） 

配合量 
（％） 

ローラー塗装 

FM仕上げ 7：7 0～1 トップフィラ

ーFM 420 3 

FL仕上げ 7：7 0～1 トップフィラ

ーFL 700 5 

M仕上げ 7：7 0～1 ゴム粉M 140 1 
 
５）検  査 

HCエコプルーフの防水層の検査は保護仕上げ材を塗布する前に次の方法で行う。 
（1）防水層の膨れ、剥離、ピンホールなどの不良個所の点検補修。 
（2）材料の仕様に基づく必要数量と使用量を点検し、塗膜の厚さが不十分な場合は増し塗りを
行う。 

 
 



 
 
 


